
 

 

 

 

 

時 間 午後２時００分～ 

会 場 第３・４委員会室 

 

市長記者会見資料 

 
 

１ 令和６年度（２０２４年度）予算（案）の概要 

２ ≪子どものための施策≫ 

都内初！二種混合定期接種を三種混合接種へ変更 

～子どもたちの健康維持のために～ 

 

保育士の配置基準の見直しを実施 

～保育環境の充実に向けて～ 

３ 総務省の「自治体フロントヤード改革モデルプロジェクト」に採択

～市民目線の窓口改革が２月１９日からスタート～ 

４ 市内の認知症の人と一緒に活動する取り組みが 

「認知症とともに生きるまち大賞」を受賞！ 

 

 

令和６年（２０２４年）２月１５日   プレスリリース 



 

令和６年度（２０２４年度）予算（案）の概要 

 

 

予算規模 

 
一般会計予算規模 2,272億円（2,173億円 4.6％） 

（ ）は前年度当初予算額 増減率 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

予算総額 4,452億 3，084万円（4,296億 111万円 3.6％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜問い合わせ＞  財政部財政課長 秋間 電話０４２－６２０－７３４９ 

令和６年（２０２４年）２月１５日市長発表資料① 

区　　分 増減率

一般会計 2,272億 円 2,173億 円 99億 円 4.6%

特別会計 1,965億 4,500万円 1,906億 8,641万円 58億 5,859万円 3.1%

公営企業会計 214億 8,584万円 216億 1,470万円 △ 1億 2,886万円 △ 0.6%

合　　計 4,452億 3,084万円 4,296億 111万円 156億 2,973万円 3.6%

令和6年度
（2024年度）

令和5年度
（2023年度）

前年度比



 

        

 

≪子どものための施策≫ 

都内初！二種混合定期接種を三種混合接種へ変更 

～子どもたちの健康維持のために～ 

現在、「百日せき」のまん延防止策としては、四種混合ワクチン接種を生後２か月～

７歳５か月の子に対し、４回の定期接種を行っています。しかし、日本小児科学会で

は、「百日せき」の抗体価の低下を防ぐため、小学校就学前と中学校進学前の接種を推

奨していることから、このたび本市は国に先行して、令和６年度（２０２４年度）か

ら都内で初めて中学校進学前に独自の特別接種として、二種混合ワクチン接種を三種

混合ワクチン接種に変更することとしました。 

 従来からの１１～１２歳児への定期接種を三種混合ワクチンに変更することで、中

学生以降での抗体価の低下を防ぎ、「百日せき」のまん延防止を図り、子どもたちの健

やかな成長を支援していきます。 

 

１ 対象者     １１～１２歳児 

２ 接種見込回数  ４,２００回 

３ 標準的な接種スケジュール 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

＜問い合わせ＞健康医療部保健所保健総務課長 白石 電話０４２－６４５－５１１１ 
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（参考） 

二種混合（ジフテリア、破傷風） 

三種混合（ジフテリア、破傷風、百日せき） 

四種混合（ジフテリア、破傷風、百日せき、ポリオ） 



 

        

 

≪子どものための施策≫ 

保育士の配置基準の見直しを実施 

～保育環境の充実に向けて～ 

本市の保育士の配置基準は、独自の配置基準を設定し、現在、３歳及び４・５歳に

ついては、国の配置基準（職員最低配置基準）を上回った配置を可能とし、市の基準

を満たす場合は、人件費相当分の加算をしています（表１参照）。令和６年度（２０２

４年度）から、国の配置基準の見直しが行われ、一部の年齢については、本市を上回

る状況となります。このことから、本市の配置基準の見直しを行い、保育士一人が受

け持つ子どもの数を減らすことで、保育の質の向上を図ります（表２参照）。 

  

表１ 国及び市の職員配置基準（令和５年４月１日現在） 

 ０歳 １歳 ２歳 ３歳 ４・５歳 

国配置基準 ３：１ ６：１ ６：１ ２０：１ ３０：１ 

市配置基準 ３：１ ５：１※ ６：１ １５：１ ２７：１ 

※配置基準は、一人の保育士が受け持てる子ども数を示すもの。１歳児については、

条例上の配置基準は６：１だが、東京都の補助を活用し、５：１の配置となって  

いる。 

表２ 配置基準見直し（令和６年４月１日） 

 ０歳 １歳 ２歳 ３歳 ４・５歳 

国配置基準 ３：１ ６：１ ６：１ １５：１ ２５：１ 

市配置基準 

加算案 
３：１ ５：１ ５：１ １５：１ ２０：１ 

※育児支援の充実や個別配慮の必要な年齢である２歳児、及び就学前の円滑な接続の

ため４・５歳児に対して、実情に合わせた加算を行う。 

 

 

 

＜問い合わせ＞子ども家庭部保育幼稚園課長 堀川 電話０４２－６２０－７２４７ 

令和６年（２０２４年）２月１５日 市長発表資料 ②-２  プレスリリース 



   

総務省の「自治体フロントヤード改革モデルプロジェクト」に採択 

～市民目線の窓口改革が２月１９日からスタート～ 

 市民目線の窓口改革を推進するため、市民課窓口で「引越しワンストップサービス」の

支援窓口を設置します。本件は、１月１８日に総務省のフロントヤード改革モデル

プロジェクトとして、全国で１２自治体が採択された先進的モデルの「バックヤー

ドの集約処理」に向けた、デジタルデバイドの解消につながる取り組みです。 

 

１ 引越しワンストップサービスの支援窓口を設置 

マイナンバーカードを使い転出手続と転入予約をオンラインで同時に行うことが

できる「引越しワンストップサービス」。その利便性を実感してもらい、利用率を向

上させるため、転出手続が多くなるこの機会に支援窓口を設置して、効果検証を行

います。 

 

（１）設置期間 ２月１９日（月）～３月２９日（金） 

（２）支援内容 市民課窓口に来庁した市民を対象に、マイナポータル接続端

末を利用して「引越しワンストップサービス」をお手伝い 

（３）目  的 「引越しワンストップサービス」をはじめとしたオンライン

手続を普及させるにあたっての課題の把握と調査分析。 

 

２ 本市が目指す窓口サービス改革【２月補正予算関係】 

本市が進めようとしている、「バックヤード集約処理」は、総務省の「自治体フロ

ントヤード改革モデルプロジェクト」の先駆的モデルとして採択されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■バックヤード集約処理とは 

バックヤードは、フロントヤード（住民との接点）の対義語。 

 マイナンバーカードの徹底した利活用により、行政手続きのオンライン化を進めるこ

とで、フロントヤード業務とバックヤード業務をデジタル技術で効率的に分離する。 

 

➡支所機能を維持しつつ、データ対応・タスク管理により、各支所で審査業務等を調整し

ながら配分して、仮想的に業務を集約化する。 

（次のページへ続く） 
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◆自治体フロントヤード改革モデル 

プロジェクトとは？ 

自治体が住民へ提供するサービス

を、もっと使いやすく、かつ効率的

に運営できるようにするための 

新しい取り組みを、総務省が支援す

る公募事業。 

本市の「バックヤード集約処理」

が 1月 18日に採択 

・都内で唯一の採択 

・全国で 12自治体 

・採択された事業は、国（総務

省）からの受託事業（事業費

4,0２２万円）として実施。 



（前のページの続き） 

＜窓口改革のイメージ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（次のページへ続く） 

 

 

手続ガイドサービスを使って 

“書かない”申請手続き 

 

 

 

“書かない”窓口 

リモート窓口 

本庁舎 
 

 

 

“書かない”窓口 

リモート窓口 

支所(事務所) 
 

 

 

キオスク端末 

操作支援等 

郵便局等窓口 
 

 

 

オンライン申請 

窓口予約 

自宅 

 

 

 

 

 

本庁舎 

 

 

 

 

 

各支所(事務所) 

市民から申請

された業務の

タスク管理 
オンライン申請データや、

本庁舎や支所におけるバッ

クヤード業務を複数支所に

効率的に配分する。 

仮想的に業務を集約化 

フロントヤード業務と 

バックヤード業務を分離 



（前のページの続き） 

＜自治体フロントヤード改革の目指すもの イメージ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜問い合わせ＞  

（自治体フロントヤード改革モデルプロジェクトについて） 

総合経営部経営改革課長 前田 電話０４２-６２０-７４２３ 

（引越しワンストップサービス支援窓口について） 

市民部市民課長 野田 電話０４２-６２０-７２３２ 



   

 

市内の認知症の人と一緒に活動する取り組みが 

「認知症とともに生きるまち大賞」を受賞！ 

  

市内の認知症の人とその仲間の皆さんの取り組みが、ＮＨＫ厚生文化事業団が 

主催する「第 7回認知症とともに生きるまち大賞」を受賞しました。 

 

１ 受賞の内容 

 ■ 活動名 

   練り歩き隊が八王子を行く！ 

～認知症の人が仲間といっしょにまちを変える、明日を創る～ 

 

 ■ 活動内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 誰もが暮らしやすいまちづくりへ  

  

令和６年（２０２４年）２月１５日 市長発表資料④  プレスリリース 

「練り歩き隊」 

認知症の人 

＋ 

ボランティア・デイサービス事業

者・高齢者あんしん相談センター 

（認知症地域支援推進員）・行政など 

中央 

図書館 大型 

スーパー 
（イトーヨーカドー） 

読みたい本を探す・買い物をする中

で、困ったことを施設に伝える 

「練り歩き隊」の意見をもとに修正

を行う。 



 ■ 受賞の主な理由 

 認知症の人を中心に置いて、成果が誰にも見える形のユニークなまちづく

りとして、優れている。 

 この練り歩きを受け入れた図書館とスーパーには、地域の共生社会の一員

であることの確かな自覚が生まれているだろう。これ自体が大きく心強い

変化である。 

 練り歩きの成果は、そのまま「認知症とともに生きるまちづくり」である

と同時に、その背後で認知症当事者と企業、公共施設のそれぞれに「とも

に生きる」という共通の思いが生まれている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 受賞や取り組みに関する写真の提供について 

   取材や記事掲載にあたり、受賞にかか

る表彰式の様子や取り組みの活動写真

等、資料提供することができるますの

で、問い合わせ先までご相談ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜問い合わせ＞  

（受賞や取り組み全般について）福祉部高齢者福祉課長 小林 電話０４２-６２０-７２４４ 

（図書館の取り組みについて）生涯学習スポーツ部図書館課長 一杉 

                            電話０４２-６６４-４３２１ 

（参考）第７回 認知症とともに生きる 

まち大賞受賞団体について 

https://npwo.or.jp/info/29085 

◀1/28の表彰式の様子 

▲図書館での取り組み 

中央図書館では常設の認知症情報コー

ナーを設置しています。本件の「練り

歩き隊」以外の認知症の取り組みも紹

介できます。 


